
（別紙３）

～ 令和8年　2月　6日

（対象者数） 15 （回答者数）
12

～ 令和8年　2月　20日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
色々な情報を集めたり、話し合いを行い、充実させていきま

す。

2 児童に合わせた活動で活用していきます。

3
定期的なアセスメントや意思を確認しながら児童に合わせた

支援を行っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
情報収集や活用できる資源を集め、交流できるよう計画を立

てていく。

2
家族で参加できるイベントや、気軽に立ち寄れる場など方法

を考えて実施していく。

3

活動プログラムが固定化しないようにしている。
毎月の会議で職員間で話し合いプログラムを考えている。

また、児童の意見も取り入れながら計画している。

バリアフリー化されている。

また、部屋数が多い。

使用できる部屋が複数あり、活動や個別での支援で使い分けが

できる。

児童に合わせた個別プログラム 児童の成長や、保護者の要望に合わせた取り組みを行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流ができていない 地域資源の活用、情報収集ができていない。

保護者会など保護者が交流できる機会が少ない 開催が13祝いの後となっており、参加しずらくなっている？

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　4月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　いちごさんご

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　26日

○保護者評価有効回答数

令和8年　2月　9日

事業所における自己評価総括表公表


